
本会議の成果をもとに推進

技術者になるために
共通に身に付けるべき
基本的知識及び能力

技術分野毎に特有の
身に付けるべき

基本的知識及び能力

すべての工学関係学部学生が
大学卒業時までに履修すべき

必要不可欠な教育内容
（工学教養＋一般教養）

工学リベラルアーツ, リベラルアーツ

工学教育
モデル・コア・カリキュラム
－教育内容ガイドライン－

分野別
モデル・コア・カリキュラム

（情報処理、機械、化学、
電気・電子、建築、土木

 

等）

大学卒業時までに履修すべき
技術分野毎に

必要不可欠な教育内容

技術は陳腐化する。
どのように教育ニーズを把握し、
どのように教育に反映するか？

継
続
教
育 国際性を踏まえた適切な質保証

（分野別評価）

効果的な教育方法、教育体制、

学習成果評価方法（共通試験？）

教育能力の適切な評価

グローバル化への対応
幅広い視野と柔軟な思考力

をどう養うか？

・各種技術者

・各種資格試験

本会議で検討課題のイメージ（案）

「学士課程の教育充実のため、
分野ごとにコア・カリキュラムが作成されることが望ましい。

また、このコア・カリキュラムの実施状況は、
機関別・分野別の大学評価と有機的に結びつけられることが期待される。」

（Ｈ１７．１中教審答申「我が国の高等教育の将来像」）

カリキュラム標準Ｊ０７
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